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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集

　
家
を
建
て
る
時
、
そ
の
土
地

が
道
路
に
面
し
て
い
る
事
が
必

要
で
す
。
法
律
的
に
決
ま
り
が

あ
り
、
建
物
の
大
き
さ
や
建
て

る
軒
数
で
道
の
幅
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
低
で
も
公
道
に

２
ｍ
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
他
人
の
土
地
を

通
ら
な
け
れ
ば
、
自
分
の
土
地

に
入
れ
な
い
事
が
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。
２
ｍ
に
満
た

な
い
幅
し
か
な
い
所
も
現
実
に

あ
り
ま
す
。
法
律
が
で
き
る
前

か
ら
道
と
し
て
使
っ
て
い
る
場

合
な
ど
道
路
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
場
合
で
す
。

　
２
ｍ
程
度
の
道
を
何
軒
か
で

使
っ
て
い
て
そ
の
道
が
公
道
で

は
な
く
そ
の
内
の
１
軒
の
所
有

の
時
が
問
題
で
す
。
そ
の
道
は

そ
の
所
有
者
の
敷
地
で
、
他
の

人
は
家
を
建
て
る
時
の
道
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
結
果

と
し
て
家
が
建
て
ら
れ
ま
せ

ん
。
昔
な
が
ら
の
地
域
で
起
こ

る
問
題
で
、
家
の
建
て
替
え
等

で
土
地
の
登
記
が
必
要
な
時
、

隣
地
の
人
か
ら
境
界
の
確
定
の

た
め
の
判
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
良
く
説
明
を
聞

き
理
解
し
て
か
ら
押
印
す
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
む
や
み
に

拒
否
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
家

の
建
た
な
い
土
地
は
財
産
価
値

が
極
端
に
落
ち
ま
す
。
自
分
の

身
近
に
良
く
分
か
る
人
を
持
っ

て
い
な
い
と
大
変
な
事
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
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い
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追
熟
を
促
し
を
り
て
つ
つ
が
な
く
梅
の
香
れ
る
ひ
と
間
に
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
梅
仕
事
が
順
調
に
進
行
中
。
追
熟
の
甘
い
香
り
に
充
実
感
が
。

西
伊
豆
の
岩
地
の
海
は
透
き
と
ほ
り
波
の
揺
ら
ぎ
の
水
底
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
台
　
下
田
　
和
夫

　
下
句
に
、
岩
地
の
海
の
透
明
度
が
く
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。

オ
ペ
ラ
プ
リ
マ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
を
肩
に
負
い
長
き
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
目
を
閉
じ
て
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
戦
禍
の
故
国
へ
の
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
思
い
が
、
下
句
に
深
い
。

囲
わ
れ
て
網
に
次
々
突
き
刺
さ
る
カ
マ
ス
を
揚
げ
る
東
雲
の
海
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

長
い
な
と
夫
が
あ
き
れ
る
母
か
ら
の
電
話
を
聞
く
も
私
の
役
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

ほ
う
た
る
の
美は

し
き
乱
舞
に
リ
ズ
ム
あ
り
点
り
て
消
ゆ
る
光
の
軌

跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

大
谷
に
負
け
じ
と
ヒ
ッ
ト
打
ち
ま
し
た
鎌
倉
シ
ニ
ア
の
ソ
フ
ト
の

試
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
木
　
秦
　
　
和
之

ひ
ま
わ
り
の
小
道
歩
き
て
汗
ふ
け
ば
湧
き
く
る
お
も
い
平
和
よ
永

遠
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
桜
井
　
真
弓

ラ
イ
ン
す
る
何
や
ら
嬉
し
老
い
ご
こ
ろ
小
四
の
孫
と
お
し
ゃ
べ
り

続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
田
　
入
野
　
裕
江

オ
フ
シ
ョ
ア
の
波
に
舞
い
ま
う
サ
ー
フ
ァ
ー
の
踊
る
ス
ピ
ン
に
い

ま
夏
が
往
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

蛍
火
の
刹
那
刹
那
の
か
が
や
き
は
命
つ
ぎ
ゆ
く
恋
の
叫
び
か
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

〈
天
〉川
音
と
即
か
ず
離
れ
ず
蛍
狩
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
い
か
に
も
蛍
狩
り
の
一
景
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
特
に
川
で
な
く

川
音
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
が
こ
の
句
の
幅
を
出
し
て
く
れ
た
。

〈
地
〉わ
だ
か
ま
り
洗
い
流
し
て
夕
立
晴
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

　
わ
だ
か
ま
り
は
時
間
が
経
て
ば
消
え
失
せ
て
ゆ
く
が
、
夕
立
の

時
間
が
洗
い
流
し
て
く
れ
る
と
は
新
鮮
な
発
見
で
あ
っ
た
。

〈
人
〉梅
雨
明
け
の
空
よ
り
日
射
し
ま
つ
し
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
こ
う
い
う
場
面
を
ど
う
表
現
す
る
か
も
俳
句
の
楽
し
み
の
一

つ
。
中
七
か
ら
下
五
が
適
格
で
あ
っ
た
。

駅
毎
に
初
夏
の
風
入
れ
電
車
過
ぐ
　
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

　
駅
毎
に
入
る
風
。
静
と
動
の
感
覚
が
余
韻
と
し
て
読
み
取
れ
た
。

涼
し
さ
の
波
音
を
聴
く
廟
に
入
る
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
こ
の
季
題
は
難
し
い
の
で
あ
る
が
、
内
容
が
濃
い
も
の
に
な
っ

た
。
特
に
廟
と
い
う
特
殊
な
場
所
も
面
白
い
。

新
調
の
傘
と
長
靴
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
梅
雨
晴
間
の
時
を
思
い
切
り
楽
し
ん
で
い
る
の
が
表
れ
て
い
た
。

蝉
時
雨
暫
し
癒
さ
れ
政
子
墓
地
　
　
　
　
　
梶
原
　
吉
田
　
健
二

夕
空
に
雲
の
ほ
ど
け
て
梅
雨
明
け
ぬ 

　 

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

湯
あ
み
し
て
見
む
や
丹
沢
大
夕
焼
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

隠
沼
や
右
に
左
に
蝦
蟇
の
声
　
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

天
空
に
祝
詞
さ
ら
さ
ら
海
開
き
　
　
　
　
藤
沢
市
　
中
村
　
　
喬

父
の
日
に
贈
る
レ
コ
ー
ド
Ｌ
Ｐ
盤
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

鎌
倉
は
三
方
緑
北
は
富
士
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

そ
ら
豆
の
鞘
に
収
ま
る
水
の
音
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

サ
ー
フ
ァ
ー
の
七
里
ヶ
浜
も
夜
の
秋
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

あ
じ
さ
ゐ
の
花
曼
陀
羅
と
な
り
に
け
り
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

県
命
に
光
を
放
つ
恋
蛍
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

ワ
ク
チ
ン
を
打
ち
て
炎
暑
の
白
き
道
　
　
葉
山
市
　
大
塚
喜
代
子

庭
隅
の
真
白
紫
陽
花
し
じ
み
蝶
　
　
　
　
横
浜
市
　
成
田
　
保
子

半
夏
生
行
き
も
帰
り
も
見
て
通
る
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

残暑お見舞い申し上げます
令和４年　盛夏　日ごろは格別のご愛顧を賜り、誠にありがとうございます

皆様方のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます

　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611)は 6月に一般 261冊、
児童書 28冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「うまくいく人の考え方－自分を成長させる 100の
質問」永松茂久著　SBクリエイティブ ▼「幻想の都鎌
倉－都市としての歴史をたどる」高橋慎一朗著　光文社

（光文社新書）▼「北条義時の生涯－鎌倉幕府の草創から
確立へ」菊池紳一監修　北条氏研究会編　勉誠社
　▼「史伝北条政子－鎌倉幕府を導いた尼将軍」山本み
なみ著　NHK出版（NHK出版新書）▼「北条義時の足跡
をたどる旅」「北条義時の足跡をたどる旅」製作委員会
著　東京ニュース通信社（TOKYO　NEWS　BOOKS）
　▼「実家の空き家問題を解決する！」主婦の友社編　
主婦の友社 ▼「一流の言いかえ－「ふつうの人」を「品の
いい人」に変える」諏内えみ著　光文社 ▼「ひとはなぜ
戦争をするのか」アルバート・アインシュタイン著　ジ
グムント・フロイト著　講談社（講談社学術文庫）
　▼「いきもの六法－日本の自然を楽しみ、守るための
法律」中島慶二監修　益子知樹監修　山と渓谷社いきも
の部編　山と渓谷社 ▼「人生を整える距離感の作法」曽
野綾子著　マガジンハウス（マガジンハウス新書）
　▼「ウクライナ日記－国民的作家が綴った祖国激動の
155日」アンドレイ・クルコフ著　ホーム社
　▼「鎌倉幕府と北条義時見るだけノート－鎌倉幕府の
興亡がゼロからわかる！」小和田哲男監修　宝島社

鎌倉市中央図書館 （６月分）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
再
燃
と
い
つ
止

む
と
も
し
れ
ぬ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
火
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
か
の
よ
う
に
、
安
倍
元
首

相
暗
殺
事
件
の
勃
発
。
生
き
抜

く
力
を
徐
々
に
は
ぎ
取
ら
れ
て

い
く
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
心
の

う
つ
状
態
は
、
き
わ
め
て
危
険

な
の
だ
。
日
本
社
会
全
体
が
、

う
つ
状
態
に

陥
っ
て
い
る
か

の
よ
う
な
錯
覚

す
ら
感
じ
る
。

　
そ
ん
な
気
分

か
ら
少
し
で
も

自
分
自
身
を
解

放
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
一
冊

の
本
を
作
っ
た
。『
別
冊
・
太
陽
』

の「
小
泉
八
雲
　
日
本
の
霊
性

を
求
め
て
」（
平
凡
社
）で
あ
る
。

『
別
冊
・
太
陽
』
の「
日
本
の
こ

こ
ろ
」
シ
リ
ー
ズ
３
百
号
と
い

う
節
目
の
記
念
出
版
と
な
っ

た
。

　
八
雲
と
い
う
と「
怪
談
」
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
る
が
、
彼
は

日
本
を
広
く
旅
を
し
、
庶
民
文

化
の
豊
か
さ
と
美
し
さ
に
つ
い

て
世
界
に
知
ら
し
め
た
国
際
的

な
作
家
で
あ
る
。
八
雲
の
文
学

は
日
本
の
青
白
き
イ
ン
テ
リ
た

ち
の
精
神
的
苦
悩
を
描
く
知
性

派
の
文
学
で
は
な
く
。
市し
せ
い井
の

人
び
と
の
霊
性
と
哀
歓
を
描
く

庶
民
派
の
文
学
な
の
で
あ
る
。

　
私
は
本
特
集「
小
泉
八
雲
」

を
編
む
こ
と
で
、
八
雲
と
い
う

人
物
と
作
品
か
ら
多
く
の
癒
や

し
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、

な
に
か
ほ
っ
と
す
る
気
分
に
浸

さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
八
雲
は

い
つ
も
私
た
ち
の
そ
ば
に
い

る
」
と
い
う
安
心
感
で
あ
ろ
う

か
。
八
雲
の
代
表
作『
日
本
の

面
影
』
は
、
私
た
ち
読
者
の
一

人
ひ
と
り
に
や
さ
し
く
語
り
か

け
て
く
る
文
学
世
界
で
あ
る
。

　
こ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
誌
の
八
雲

特
集
を
監
修
し
て
改
め
て
気
付

い
た
点
が
あ
る
。
横
浜
、鎌
倉
、

江
ノ
島
を
舞
台
に
５
篇
も
の
作

品
を
残
し
て
い
る
と
い
う
驚
き

で
あ
っ
た
。
列
挙
す
れ
ば
、『
東

洋
の
第
一
日
目
』『
盆
市
』『
地

蔵
』『
弘
法
大
師
の
書
」『
鎌

倉
・
江
ノ
島
詣
で
』
で
あ
る
。

１
８
９
０
年
４
月
４
日
に
来
日

し
、
８
月
下
旬
ま
で
の
５
カ
月

を
横
浜
で
す
ご
し
た
が
、
そ
の

間
に
鎌
倉
・
江
ノ
島
・
藤
沢
を

巡
り
紀
行
文
を
残
し
て
い
る
。

私
の
翻
訳
書『
新
編
　
日
本
の

面
影
』
Ⅰ
、
Ⅱ（
角
川
ソ
フ
ィ

ア
文
庫
）
で
は「
地
蔵
」
を
除

い
た
４
篇
を
収
録
し
て
い
る
。

　
八
雲
が
地
元
の
湘
南
地
区
を

歩
き
回
り
、
そ
の
探
訪
記
を
残

し
て
い
た
こ
と
は
、
も
っ
と
注

目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
地

元
の
読
者
は
こ
れ
ら
の
作
品
を

読
め
ば
、
い
っ
そ
う「
八
雲
は

い
つ
も
私
の
そ
ば
に
い
」
て
、

私
た
ち
の
気
持
ち
を
和
ま
せ
、

日
本
の
霊
性
と
癒
や
し
を
求
め
て　　　                            

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
池
田
雅
之『別冊・太陽』「小泉八雲

　日本の霊性を求めて」

癒
や
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
小
泉
八
雲
と
い
う
存
在
は
、

今
日
で
も
全
貌
に
つ
い
て
正
当

な
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
誌
の
特
集

に
よ
り
八
雲
を
生
き
生
き
と
多

面
的
に
と
ら
え
直
す
気
運
が
う

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
鎌

倉
て
ら
こ
や
顧
問
）
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渋
し ぶ や

谷 哲
て つ お

男さん

創立７０周年を迎えた

鎌倉三日会会長

　
鎌
倉
市
政
の
た
め
に
調
査
・

研
究
、
提
言
を
続
け
て
き
た
鎌

倉
三
日
会
が
、
昨
年
９
月
で
創

立
70
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
記

念
と
し
て
７
月
24
日
、
会
員
か

ら
募
っ
た
寄
付
で
、
湘
南
鎌
倉

総
合
病
院
に
車
い
す
17
台
と
歩

行
補
助
器
４
台
を
贈
っ
た
。

　
鎌
倉
三
日
会
は
、
１
９
５
１

年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報
教
育
局

か
ら
の
要
請
で
、
地
方
自
治
の

発
展
や
住
民
生
活
の
改
善
の
た

め
の
市
民
団
体
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。
集
ま
っ
た
の
は
地
元
の

有
識
者
や
、
文
化
人
、
財
界
人

ら
だ
っ
た
。

　
以
来
、
市
の
財
政
問
題
、
市

議
会
議
員
の
定
数
削
減
、
通
信

や
交
通
の
改
善
、
企
業
誘
致
、

市
内
の
美
化
や
風
致
保
存
運
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取

り
組
み
、
申
し
入
れ
や
提
言
を

行
っ
て
き
た
。

　
渋
谷
さ
ん
は
４
年
前
に
12
代

目
の
会
長
に
選
ば
れ
、
今
年
５

月
か
ら
３
期
目
の
任
期
に
入
っ

た
。
最
盛
期
に
３
０
０
人
ほ
ど

い
た
会
員
は
、
い
ま
80
人
弱
。

「
若
い
人
を
入
れ
て
、
引
き
継

い
で
い
き
た
い
の
で
す
が
」
と

言
う
。

　
分
科
会
で
研
究
し
た
成
果

を
、
15
人
の
理
事
会
で
提
言
と

し
て
承
認
す
る
。
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
、
津
波
や
が
け

崩
れ
な
ど
の
防
災
や
、
若
い
人

に
魅
力
の
あ
る
街
づ
く
り
。
街

づ
く
り
で
は
特
に
幼
児
教
育
の

充
実
に
力
を
入
れ
、
英
語
教
育

の
実
態
な
ど
も
調
査
し
た
。

　
松
尾
崇
市
長
は
４
期
目
に
入

っ
た
が
、「
先
送
り
さ
れ
て
い
る

課
題
も
多
い
」と
指
摘
す
る
。ゴ

ミ
焼
却
場
や
、市
庁
舎
の
移
転

問
題
な
ど
だ
。だ
が
、議
論
が
二

分
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
は
提

言
し
に
く
い
の
も
実
情
だ
。

　
車
い
す
な
ど
を
贈
っ
た
の

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
す
る
医

療
従
事
者
に
感
謝
す
る
た
め
。

10
年
ほ
ど
前
に
、
湘
南
鎌
倉
総

合
病
院
が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
指
定
を
と
る
の
に
協
力
し
、

国
や
県
に
働
き
か
け
た
。
い
ま

や
同
病
院
へ
の
救
急
搬
送
は
年

間
１
万
８
千
人（
２
０
２
１
年
）

に
届
き
、
当
初
は
必
ず
し
も
よ

く
な
か
っ
た
地
元
医
師
会
と
の

連
携
も
円
滑
に
な
っ
た
。

　
戦
時
中
は
愛
知
県
に
疎
開
し

て
い
て
、
３
歳
の
こ
ろ
に
材
木

座
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
由
比

ガ
浜
に
移
る
。
横
浜
国
大
付
属

の
小
中
か
ら
慶
應
志
木
高
、
慶

応
大
を
卒
業
し
た
。
三
菱
商
事

に
入
り
、
メ
キ
シ
コ
や
米
国
に

駐
在
し
た
。
東
京
・
豊
洲
に
あ

る
子
ど
も
の
た
め
の
職
業
体
験

施
設
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
に
も

設
立
か
ら
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
長
年
の
課
題
で
あ

る
交
通
問
題
で
、
歩
行
者
に
優

し
い
街
づ
く
り
を
考
え
た
い
。

歩
道
で
の
歩
行
者
と
自
転
車
の

分
離
や
、
狭
い
道
で
の
一
方
通

行
の
試
行
な
ど
だ
。「
米
国
の

町
と
の
提
携
の
話
も
会
員
か
ら

出
て
い
ま
す
」
と
、
ア
イ
デ
ア

は
尽
き
な
い
。
80
歳
。

　
　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

事
長
の
講
演
▽
琉
球
太
鼓
演

技
。無
料
。先
着
順
。
市
生
活

福
祉
課
☎
61
・
３
９
５
８

▼
田
中
智
子
門
下
朗
読
会

「
ふ
う
り
ん
」
夏
休
み
公
演

　
８
月
22
日
14
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
平
和
の
尊
さ
を

朗
読
で
。
菊
池
寛
作
「
新
今

昔
物
語
よ
り
弁
財
天
の
使
」

な
ど
。５
百
円
。木
村
方
☎
０

９
０ ・
９
９
５
２
・
９
７
７
７

▼
大
森
洋
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
　
ウ
ィ
ー
ン
の
風
に
吹

か
れ
て
Ⅱ 

　
８
月
23
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。ハ
イ
ド
ン「
ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ
第
62
番
」
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン「
月
光
」、
シ
ョ
パ
ン

「
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」
な
ど
。

ウ
ィ
ー
ン
の
お
話
と
共
に
。

２
５
０
０
円
。
中
田
方
☎︎
０

８
０ 

・
２
２
５
４
・
９
２
８
９

▼
第
39
回
鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

　
８
月
23
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
小
学
生
か
ら
高
校
生

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
「
真
夏
の
夜
の

夢
」
な
ど
。無
料
。☎
０
８
０

 

・
５
５
１
２
・
６
１
３
７

▼
臨
床
宗
教
師
の
死
生
観

　
８
月
23
日
10
時
、
深
沢
学

習
セ
ン
タ
ー
。
65
歳
以
上
対

象
。
講
師
は
禅
居
院
・
山
名

田
紹
山
住
職
。
無
料
。
要
申

込
。
鎌
倉
市
市
民
健
康
課
☎

61
・
３
９
７
７

き
21
日
９
時
、
山
ノ
内
公
会

堂
。
北
鎌
倉
の
景
観
を
後
世

に
伝
え
る
基
金
・
望
月
方
☎

45
・
７
４
２
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
８
月

26
日
９
～
15
時
。
雑
貨
･
衣

類 ･
手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
27
日
８
～
15
時
。

　
※
フ
リ
マ
・
骨
董
出
店
者

募
集
。
片
岡
方
☎
０
９
０
・

５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
生
涯
学
習
教
養
セ
ミ
ナ
ー

　
８
月
22
日
木
彫
り
、
23
日

大
人
の
塗
り
絵
、
24
日
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
25
日
着
付
け
、
26

日
忍
者
に
な
ろ
う
。各
10
時
、

▼「
鎌
倉
殿
の
13
人
　
大
河

ド
ラ
マ
館
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
等
身
大
パ
ネ
ル
や
人
物
紹

介
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
入
替
、
大

倉
御
所
の
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
最

近
の
放
映
内
容
に
更
新
。
千

円
。
鎌
倉
市
大
河
ド
ラ
マ
担

当
☎
23
・
３
０
０
０

▼
北
条
氏
展
vol.
３
　
北
条
義

時
と
そ
の
時
代

▽
鎌
倉
国
宝
館
　
８
月
21

日
ま
で「
義
時
と
頼
朝
・
頼

家
」、９
月
３
日
～
10
月
23

日
「
義
時
と
実
朝・
頼
経
」。

７
百
円
。☎
22
・
０
７
５
３

▽
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

10
月
８
日
ま
で「
武
家
政
権

確
立
へ
の
道
」
。
４
百
円
。

☎
73
・
８
５
０
１

▼
現
代
美
術

　
草
間
彌
生
・
李
禹
煥
他

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸
☎
24
４
０
８
１

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
ロ
シ
ア
・
日
本「
子
ど
も

た
ち
の
心
の
声
」
展

　
８
月
５
～
９
日
山
ノ
内
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
え
に
し
。
子
ど

も
た
ち
の
絵
画
約
80
点
と
写

真
10
数
点
。heart1

実
行
委

員
会
主
催
☎
91
・
４
２
２
７

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
企
画
展「
映
画
と
音
楽
の

素
敵
な
出
会
い
Par
t
2
」

　
９
月
11
日
ま
で
。
映
画
音

楽
の
名
作
・
名
曲
を
映
画
関

連
資
料
と
紹
介
。
２
百
円
。

▽
関
連
上
映
　
８
月
９
・
11・

13
日
10
時
半
、10
・
12
・
14
日

14
時「
真
夏
の
夜
の
ジ
ャ
ズ
」

14
日
10
時
半
、
９
・
13
日 

14

時「
ジ
ャ
ズ・
ロ
フ
ト
」
各
千

円
、
小
中
学
生
５
百
円
。

▽
特
別
上
映『
ジ
ャ
ズ
・
ロ

フ
ト
』
＋
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

１
６
０
０
円
、
小
中
学
生
８

百
円
。
☎
23
・
２
５
０
０

▼
夏
か
ら
秋
へ
―
季
節
の
よ

そ
お
い

　
９
月
11
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
作
品
と
清
方

が
考
案
し
た
浴
衣
地
な
ど
。

３
百
円
。
☎
23
・
６
４
０
５

▼
長
野
ヒ
デ
子
の
世
界

　
９
月
19
日
ま
で
鎌
倉
文
学

館
。『
お
か
あ
さ
ん
が
お
か

あ
さ
ん
に
な
っ
た
日
』
な
ど

作
品
を
紹
介
。
５
百
円
。
☎

23
・
３
９
１
１

▼
伝
え
た
い
情
景
―
木
版
画
家

・
山
岸
主
計
と
現
代
作
家
た
ち

　
８
月
28
日
ま
で
藤
沢
市
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
藤
沢
ゆ
か

り
の
木
版
画
家
・
山
岸
主か
ず
え計

の
作
品
な
ど
。
無
料
。
☎
０

４
６
６
・
30
・
１
８
１
６

▼
運
慶
　
鎌
倉
幕
府
と
三
浦

一
族

　
９
月
４
日
ま
で
横
須
賀
美

術
館
。
運
慶
と
運
慶
工
房
作

と
見
ら
れ
る
仏
像
を
中
心
に

仏
像
や
書
跡
な
ど
約
50
点
。

千
円
。
☎
０
４
６ 

・
８
４
５

 

・
１
２
１
１

▼
第
72
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
鎌
倉
市
地
区
大

会
　
講
演
と
音
楽
の
つ
ど
い

　
８
月
19
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。▽「
依

存
症
に
つ
い
て
」
川
崎
ダ
ル

ク
会
支
援
会
・
岡
﨑
重
人
理

●
小
さ
な
金
魚
に
そ
そ
ぐ
愛

　
８
月
。
葉
月
。
竹
の
春
。

酷
暑
の
続
く
季
節
の
“
涼
”

は
ガ
ラ
ス
鉢
で
泳
ぐ
金
魚
。

　
中
国
・
揚
子
江
下
流
域
で

鮒
を
改
良
し
、
誕
生
し
た
赤

い
金
魚
が
室
町
期
に
渡
来
。

当
時
は
上
流
階
級
が
愛
玩

し
、
江
戸
中
期
に
は
「
金
き
ん
ぎ
ょ魚

養だ
て
ぐ
さ

玩
草
」
が
出
版
普
及
、
武

士
の
副
業
と
し
て
奨
励
さ
れ

品
種
改
良
も
進
ん
だ
。

　
産
地
は
今
も
奈
良
郡
山
、

愛
知
の
弥
富
、
浮
世
絵
美
人

も
金
魚
と
美
を
競
っ
た
。

　
一
方
、
豪
商
は
夏
座
敷
と

称
し
、
天
井
に
ガ
ラ
ス
を
張

り
、水
を
貯
め
金
魚
を
鑑
賞
。

　
現
代
で
も
九
谷
焼
の
陶
器

を
水
槽
に
し
、
三
千
匹
の
金

魚
を
泳
が
せ
、
光
と
音
楽
で

演
出
す
る
国
際
映
像
イ
ベ
ン

ト
も
人
気
を
博
し
た
。

　
な
ぜ
金
色
に
こ
だ
わ
る
？

10
世
紀
の
中
国
で
は
金
運
を

も
た
ら
す
縁
起
の
い
い
魚
と

し
て
金
魚
と
名
付
け
た
。

　
そ
の
名
残
は
８
月
、
山
口

柳
井
の
金
魚
提
灯
祭
、
廻
船

で
栄
え
た
商
家
を
照
ら
す
金 佐

伯
　
仁

�

魚
は
商
売
繁
盛
の
象
徴
。

　
さ
ら
に
金
魚
愛
玩
の
背
景

は
過
密
都
市
・
江
戸
で
小
さ

な
金
魚
に
自
然
の
大
気
を
意

識
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

古
来
日
本
人
は
生
け
花
に
も

天
地
を
凝
視
し
た
よ
う
に
。

　「
枕
草
子
」も“
小
さ
き
も

の
”を
愛
し
、江
戸
の
絵
師
国

芳
は
金
魚
の
擬
人
化
し
た
コ

ミ
カ
ル
な
動
き
の
絵
、
９
点

は
笑
い
を
誘
う
。

川
柳
で
も

　
金
魚
売
り
　
こ
れ
か

　
こ
れ
か
と
追
い
か
け
る

な
ぜ
金
魚
を
愛
で
る

▼
海
を
救
え
！
プ
ラ
ご
み
と

気
候
変
動
か
ら

　
８
月
27
日
14
時
、
よ
こ
す

か
ヴ
ェ
ル
ク
。
講
師
は
環
境

活
動
家
・
武
本
匡
弘
さ
ん
。

５
百
円
。
よ
こ
す
か
オ
レ
ン

ジ
の
会
主
催
。
☎
０
９
０
・

３
４
３
１
・
１
４
５
０

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　
古
都

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

Ａ
荘
厳
な
地
底
伽
藍
・
田
谷

の
洞
窟
を
訪
ね
る
　
８
月

２
・
10
日
９
時
半
、
大
船
駅

南
改
札
集
合
。
田
谷
の
洞
窟

な
ど
。
約
３
・
５
㎞
。

Ｂ
夏
の
鎌
倉
逍
遥
―
大
町
・

材
木
座
で
頼
朝
を
想
う
　
８

月
19
・
23
日
９
時
半
、
鎌
倉

駅
西
口
時
計
台
広
場
集
合
。

来
迎
寺
な
ど
。
約
３
㎞
。

Ｃ
歴
史
の
ま
ち
・
浦
賀
を
歩

く
　
８
月
15
日
９
時
、
京
急

浦
賀
駅
改
札
集
合
。
東
・
西

叶
神
社
参
り
と
渡
船
。
約
３

㎞
。
各
７
百
円
。
交
通
費
、

拝
観
料
等
別
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
申

折
の
長
屋
）。
毎
月
第
２
日

曜
、雨
天
開
催
。※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
も
。
鎌
倉
市
御
成
町
11
―

２
ヤ
ノ
ヤ
ビ
ル
２
Ｆ
。
☎
０

８
０・
６
６
０
２・
９
４
９
８

▼
２
０
２
２
江
の
島
マ
イ
ア

ミ
ビ
ー
チ
シ
ョ
ー

▽
“
夏
”
花
火
　
８
月
19
・

23
日
19
時
半
、
片
瀬
海
岸
西

浜
。
約
３
分
間
。
▽
第
36
回

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
　

８
月
12
～
14
日
鵠
沼
海
岸

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
常
設
コ
ー

け
て
、
み
ず
た
ま
の
れ
ん
フ

ラ
ッ
グ
の
あ
る
約
60
店
の
商

店
で
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
や

ア
ー
ト
・
フ
ォ
ト
展
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
。
事
務
局

☎
０
４
６
６
・
24・
１
２
３
４

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
を
支
援

す
る
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
バ
ッ
ジ
　

　
一
口
千
円
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
申
込
を
し
て
振
込
。
湘

南
信
用
金
庫
　
鎌
倉
営
業
部

普
通
４
１
５
９
１
２
１
エ
ス

デ
ー
ジ
ー
ズ
カ
ツ
ド
ウ
シ
エ

ン
セ
ン
タ
ー
。
１
口
バ
ッ
ジ

込
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
し
ご
と
て
ん
２
０
２
２

　
８
月
６
～
14
日
11
～
16

時
、
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
ｃ
ｏ
ｍ
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
鎌
倉
。

無
料
。
衣
料
、
鎌
倉
彫
、
Ｉ

Ｔ
、
放
送
局
な
ど
湘
南
の
９

企
業
が
仕
事
を
紹
介
。
鎌
倉

エ
フ
エ
ム
放
送
主
催
。

▼
ず
し
平
和
デ
ー
２
０
２
２

　
８
月
11
・
18
～
22
日
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
。
平
和
を
テ
ー

マ
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、講
演
会
、映

画
な
ど
。
市
民
協
働
課
☎
０

４
６
・
８
７
２
・
８
１
５
６

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

▽
バ
ザ
ー
８
月
14
日
10
～
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

ト
。そ
の
他
、

全
国
中
学
生

ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
会
、

ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
大
会
な

ど
。
藤
沢
市

観
光
セ
ン

タ
ー
☎
０
４

６
６
・
22
・

４
１
４
１

▼
北
鎌
倉
･

台
峯
の
緑
し
ぜ
んを

と
も
に

▽
山
の
手
入

れ
８
月
20
日

10
時
、
山
ノ

内
配
水
池

脇
。
▽
山
歩

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

鎌
倉
在
住
者
優
先
。
無
料
。

要
申
込
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
８
月
24
日
14
時
～
19
時
ソ

ン
ベ
カ
フ
ェ
。
ミ
ニ
縁
日
。

５
百
円
。
▽
31
日
11
～
14
時

浄
智
寺
。
寺
巡
り
、
坐
禅
体

験
、
カ
レ
ー
な
ど
。
子
ど

も
２
百
円
、
大
人
５
百
円
。

メ
ー
ル
で
予
約flatcafe

kam
akura@gm

ail.com

渡
邉
方
☎
０
９
０
・
５
１
９

９
・
１
６
５
４

▼
第
６
回
鎌
倉
市
中
学
生
防

災
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２

　
８
月
28
日
９
時
、
鎌
倉
大

仏
殿
高
徳
院
。
市
内
在
住
・

在
学
の
中
学
生
対
象
。
大
船

渡
の
中
学
生
な
ど
か
ら
被
災

地
の
取
り
組
み
を
聞
き
、
防

災
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
る
。

無
料
。
Ｑ
Ｒ
か
ら
申
込
。
市

中
学
生
防
災
サ
ミ
ッ
ト
実

行
委
・
酒
井
方
☎

23
・
０
０
１
５

▼
み
ず
た
ま
て
ん

　
９
月
30
日
ま
で
。御
成
、由

比
ガ
浜
か
ら
大
仏
通
り
に
か

５
個
進
呈
。
支
援
金
は
難
民

を
助
け
る
会
へ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー info@

sdgs.or.jp

多世代交流 ～子どもから大人までだれでも参加・楽しく交流～
鎌倉市在住の小学生以上対象　8月1日9時から各センターへ申込（先着順）

　
８
月
19
～
21
日
鎌
倉
芸
術

館
。鎌
倉
市
内
の
小
中
学
生
、

保
護
者
を
対
象
に
観
て
、
聴

い
て
、
体
験
す
る
３
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
鎌
倉
文
化
に
触

れ
て
も
ら
う
。
鎌
倉
の
風
景

や
仏
教
美
術
、
能
な
ど
の
写

真
展
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
武
将

・
姫
装
束
を
着
て
当
時
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
学
ぶ
特
別

体
験
も
。
鎌
倉
市
芸
術
文
化

振
興
財
団
グ
ル
ー
プ
主
催
。

▼
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
鎌
倉
建
築
体
験
　
神
社
仏

閣
な
ど
の
建
築
図
面
の
ぬ
り

え
。
20
日
10
時
半
・
13
時
半
、

21
日
13
時
半
。
▽
写
仏
体
験

20
日
10
時
半
・13
時
半
。▽
鎌

倉
彫
体
験
　
コ
ー
ス
タ
ー
作

り
。
21
日
10
時
半
・
13
時
半
。

▽
お
囃
子
体
験
　
小
鼓
の
演

奏
と
唄
い
。
21
日
11
時
・
14

時
半
。
▽
茶
道
体
験
　
20
・

21
日
。
各
10
時
・
13
時
。

　
各
５
百
円
。
申
込
は
往
復

ハ
ガ
キ
（
一
人
１
通
）。
①
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
名
②
参
加
者

名
③
ふ
り
が
な
④
学
年
⑤
年

齢
を
記
入
し
〒
２
４
７
―

０
０
５
６
大
船
６
―
１
―
２

鎌
倉
芸
術
館
へ
。10
日
必
着
。

同
館
☎
48
・
５
５
０
０

観
て
・
聴
い
て
・
体
験
し
て

　
　

鎌
倉
文
化
の
魅
力
大
発
見

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
８
月
７
日
19
時
30
分
、
鎌

倉
芸
術
館
小
ホ
ー
ル
。

　
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
コ
ン
サ

ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
歴
任
し
た

ゲ
ー
デ
さ
ん
の
鎌
倉
で
の

初
め
て
の

コ
ン
サ
ー

ト
。

　
ゲ
ー
デ

１
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｒ　

デ
ュ
オ　
コ
ン
サ
ー
ト

ダ
ニ
エ
ル
・
ゲ
ー
デ
＆
大
須
賀
恵
里

さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
大

須
賀
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
ソ
ナ
タ
な
ど
。

　
２
９
０
０
円
、
同
館
チ
ケ

ッ
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

・
１
１
９
２
・
４
０

　
来
日
中
、
鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
導
も
。

　
８
月
26
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
大
ホ
ー
ル
。

　
２
０
２
２
年
鎌
倉
バ
レ
エ

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
ス

ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
演

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン

出
・
振
付
＝
清
水
哲
太
郎
、

昨
年
舞
踊
歴
70
年
を
迎
え
た

森
下
洋
子
を
中
心
に
プ
リ
マ

バ
レ
リ
ー
ナ
ら
の
主
演
でﾞ

　
Ｓ
１
万
円
・
Ａ
７
千
円
・

Ｂ
３
千
円
、
３
歳
～
小
６
、

Ｓ
６
千
円
・
Ａ
４
千
円
。
同

館
☎
０
１
２
０
・
１
１
９
２

 

・
４
０
松
山
バ
レ
エ
団
☎
03

 

・
３
４
０
８ 

・
７
９
３
９

松山バレエ団

　
設
立
70
周
年
の
節
目
に
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
一
緒
に
行
う
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
す
る
。

　
▽「
鎌
倉（
市
）」「
福
祉
」「
社

協
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

プ
ル
で
親
し
み
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
▽
市
内
在
住
・
在
学
の

中
学
生
以
上
対
象
▽
９
月
15

日
必
着
▽
応
募
用
紙
に
記
入

し
提
出
。最
優
秀
賞
５
万
円
。

市
社
協
☎
23
・
１
０
７
５

鎌
倉
市
社
協
設
立
70
周
年
記
念

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集


